
 
 

仙台市都市計画マスタープラン 
の概要について 

都市整備局 都市計画課 
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平成30年7月10日 東北学院大学 



本日の内容 
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１．仙台の歴史 

 

２．都市計画とは何か？ 

 

３．仙台市都市計画マスタープランとはどういうものか？ 

 

４．計画がどのように日常の生活へつながっているのか？ 

 

 



仙台の歴史 
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•藩政時代の仙台 
 

【明治元年現状 仙台城市之図】 

出典：仙台の都市計画 

広瀬川 
大橋 

太平洋 

芭蕉の辻 



•明治時代（戦前）の仙台 
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仙台の歴史 

出典：仙台の都市計画 

東一番丁 1937年（昭和12） 

仙台駅前 昭和前期 

出典：仙台市史 通史編７ 近代２ 

国分町（芭蕉の辻付近） 

明治30年代 

出典：仙台市史 通史編6 近代１ 

出典：仙台市史 通史編6 近代１ 

仙台駅 
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仙台の歴史 

出典：仙台の都市計画 

  仙台駅（昭和30年代） 

東一番町通（昭和45年） 

定禅寺通 

（戦災復興整備当時） 

•昭和時代（戦後）の仙台 

現在の定禅寺通 

仙台駅 
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• 昭和時代(高度経済成長期)から今日までの仙台 
仙台の歴史 

都 心 

中央通り 

奥羽山脈・秋保温泉 

広瀬川 東部田園地帯 

広瀬川 

仙台駅 

東二番丁通 

人口集中地区 

S35(1960)
S45(1970)
S60(1985)
H7(1995)
H17(2005)
H22(2010)



• 市域の変遷 
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仙台の歴史 順位 都市名 人口

1 東　　京 1,389,684

2 大　　阪 476,271

3 京　　都 279,792

4 名 古 屋 162,767

5 神　　戸 135,639

6 横　　浜 121,985

7 金　　沢 94,257

8 仙　　台 90,231

9 広　　島 88,820

10 徳　　島 61,107

出典：仙台市史 通史編6 近代１ 

市政施行時（1889年）の主要都市人口 



• 市制施行時から現在までの人口の推移 
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仙台の歴史 

市制施行（M22) 

地下鉄南北線開業（S62) 

地下鉄東西線開業（H27) 
東日本大震災（H23) 

下水道事業施行（M32) 

都市計画区域決定（T14) 

宮城県沖地震（S53) 

東北新幹線開業（S57) 

上水道給水開始（T12) 

戦前 
政令指定都市移行（H1) 
戦後 

仙台空襲（S20) 

都市計画街路決定（S2) 
用途地域指定（S4) 

戦災復興土地区画 
整理事業決定（S21) 

高度経済成長期 



本日の内容 
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１．仙台の歴史 

 

２．都市計画とは何か？ 

 

３．仙台市都市計画マスタープランとはどういうものか？ 

 

４．計画がどのように日常の生活へつながっているのか？ 

 

 



• 都市の将来あるべき姿（人口、土地利用、主要施設等）を想
定し、そのために必要な規制、誘導、整備を行い、都市を適正
に発展させようとする方法や手段のこと。 

• 歴史的には、産業革命以後、劣悪な都市環境が社会問題と
なり、やがて近代都市計画が生まれることとなった。 

 【Wikipedia】 

 

• 都市圏を対象とする物的計画であり、都市の将来の目標を設
定し、生産・居住・休息・交通など人々の経済的･社会的活動
を安全に快適に効率よく遂行せしめるために、各構成機能が
要求する空間を平面的･立体的に調整して、住宅地・商業地・
工業地・農地山林など土地の利用と、道路・鉄道・公園・上下
水道・建築物など施設の配置と規模を決定し、総合的な考え
方にたって構成する計画をいう。  

 【世界大百科事典】 

 

 

都市計画とは？ 
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都市計画とは？ 
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仙台市都市計画マスタープランの解説では 

 

• 都市の健全な発展や秩序ある整備、そして人々の健
康で文化的な都市生活や機能的な都市活動を確保
するための制度。 

  
 【主な都市計画の内容】 
 

  ・市街化区域・市街化調整区域の区分・用途地域、 
   防火地域などの地域地区 
  ・道路・公園・下水道などの都市施設 
  ・土地区画整理事業や市街地再開発事業などの 
   市街地開発事業 
 



都市計画とは？ 

■主な都市計画 

 ・市街化区域、市街化調整区域の区分 

 ・用途地域 

 ・防火地域 

 ・道路、公園、下水道などの都市施設 

 ・土地区画整理事業 

 ・市街地再開発事業 など 

市街化調整区域 

市街化区域 

都市計画道路 長町八木山線 処理施設 南蒲生浄化センター 12 



仙台市都市計画マスタープラン 
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■都市高速鉄道 

■ごみ焼却場 

■市街地再開発事業 



本日の内容 

1

4 

１．仙台の歴史 

 

２．都市計画とは何か？ 

 

３．仙台市都市計画マスタープランとはどういうものか？ 

 

４．計画がどのように日常の生活へつながっているのか？ 

 

 



都市計画マスタープランとは？ 
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‣「都市計画マスタープラン」は、
住民に最も近い立場にある市町
村が、その創意工夫のもとに、
住民の意見を反映しながら、ま
ちづくりの具体性ある将来ビジョ
ンを確立し、地区別のあるべき
「まち」の姿を定めるものです。 

 

※国土交通省ホームページより 



■基本事項 

 ・目的 

  仙台市基本構想で示された21世紀半ばを展望してめざす都市像と、
その実現に向けた施策の方向性を示す仙台市基本計画、さらには、
仙台市震災復興基本計画を踏まえ、都市づくりの基本方向や取り組
む施策展開の方向を明らかにし、市民と行政が都市づくりの目標像
などを共有しながら関連する他分野とも連携し都市づくりを総合的
に展開していくことを目的としています。 

 

 ・位置づけ 

  本方針は、都市計画法第18条の2の規定に基づく「市町村の都市
計画に関する基本的な方針」として、「市町村の建設に関する基本
構想」ならびに「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」（都
市計画法第6条の2）に即して定めます。 

  なお、本市がこれから進める都市計画は、本方針にもとづいて
行っていきます。 

都市計画マスタープランの基本事項と構成 
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■基本事項 

 ・計画体系 

都市計画マスタープランの基本事項と構成 
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■基本事項 
 

 ・期間（上位計画である基本計画と同じ）  

  平成24年度から平成32年度まで 

 

 ・対象区域 

  市域全体 

 

 

 

 

 

 

 

 ・人口 

  夜間：104万7千人 

  昼間：113万8千人 

都市計画マスタープランの基本事項と構成 

■対象区域 

■仙塩広域都市計画区域の 
 将来像(※11市町村) 
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※仙台市、塩釜市、名取市、多賀城市、 

  岩沼市、松島町、七ヶ浜町、利府町、 

  大和町、富谷市、大衡村 



■基本事項 
 

  

都市計画マスタープランの基本事項 

19 ※仙台市、塩釜市、名取市、多賀城市、 岩沼市、松島町、七ヶ浜町、利府町、  大和町、富谷市、大衡村 

■仙塩広域都市計画区域図 ※11市町村 

仙台市 

都市計画区域 



■基本事項 
 

  

都市計画マスタープランの基本事項 
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■仙塩広域都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（H30.5策定）※宮城県 



■基本事項 
 

  

都市計画マスタープランの基本事項 

21 

■仙塩広域都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（H30.5策定）※宮城県 



■構成 
 

 第１章 基本的な事項 

  ・策定の目的、位置付け、基本事項、構成 
 

 第２章 都市の動向と策定の視点 

  ・仙台の特色・強み、社会経済情勢の変化、都市づくりの課題、方針策定の視点 
 

 第３章 都市づくりの目標像 

  ・都市づくりの目標像、都市づくりの方向性、基本姿勢 
 

 第４章 都市づくりの基本方向 

  ・都市空間形成の基本方針 

  ・都市づくりの基本的な方向 

   方向１ 土地利用  方向２ 交通  方向３ 防災・環境   方向４ 緑・景観 

   方向５ 市民協働 
 

 第５章 方針と施策の方向 
 

 第６章 都市計画の推進に向けた方策 

都市計画マスタープランの基本事項と構成 
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■仙台の特色と強み 

（１）広域的な商業・業務機能の集積 

 ・東北を商圏及び管轄とする小売業及び事業所が集積 

 ・支所、支社、支店数が多い 

都市の動向 

23 
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青森市 盛岡市 秋田市 仙台市 山形市 福島市 

東北の県庁所在地の本所・支所別事業所数 

事
業
所
数
（社
） 

都市の動向 



■仙台の特色と強み 

（２）東北の中枢都市としての交流機能の集積 

 ・交通の要衝（仙台空港、仙台塩釜港、新幹線、高速道路） 

 ・国際的な経済や物流、交流、研究開発機能などの集積 

25 

都市の動向 
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コンテナ貨物取扱量の推移 

コ
ン
テ
ナ
貨
物
取
扱
量
（TE

U

） 

都市の動向 



■仙台の特色と強み 

（３）「学都」仙台としての知的資源と若い人材の集積 

 ・東北大学をはじめとする大学や専門学校が多く立地 

 ・他の政令指定都市と比べ大学生数が多い 

 

 

 

 

都市の動向 
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人口10万人あたりの大学生数の比較 ※平成26年度 

人
口
十
万
人
当
た
り
大
学
生
数
（百
人
） 

都市の動向 
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■仙台の特色と強み 

（４）豊かな自然環境と都市機能が調和した都市空間 

 ・豊かな自然環境と市街地が調和している 

 ・真夏日と真冬日の日数が少なく暮らしやすい 

都市の動向 
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■仙台の特色と強み 

（５）歴史と伝統に培われた独自の文化と創造的な文化・芸術活動 

 ・国際音楽コンクールなど文化・芸術にふれることができる 

 ・プロスポーツチームを有している 
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都市の動向 



■仙台の特色と強み 

（６）環境にやさしい鉄道を中心としたまとまりのある集約型の市街地形成 

 ・平成10年から全国に先駆け取り組みを推進 

都市の動向 
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■仙台の特色と強み 

（７）市民によるまちづくり活動の広がり 

 ・光のページェントやジャズフェスなど市民参加によるイベント 
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都市の動向 



■社会情勢の変化 
①人口の動向（計画策定時） 

 仙台市基本計画において本市の人口は、当面微増するものの計画期間後半
にわずかながら減少に転じ、平成32年には105万人弱になりその後も緩やかに
減少すると予想 
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都市の動向 



■社会情勢の変化 
①人口の動向（最新） 

 最新の人口推計では、人口がピークを迎える時期は基本計画最終年次にあ
たる平成32 年頃となり、今後５年間は人口増加局面が継続しますが、その後
は緩やかな減少局面に転じるものと見込まれています。人口構成については、
さらなる年少人口の割合低下と高齢人口の割合上昇が見込まれています。 

都市の動向 
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人口推計の変化 

人
口
推
計
（万
人
） 

都市の動向 



■社会情勢の変化 
②人口構成の動向（計画策定時） 

・基本計画による本市の高齢人口（平成２２年）は、約５人に１人の割合となって
おり、約４人に１人となっている全国や東北の平均に比べ低い値を示しています。 

・長期的に見ると日本の高齢人口は、約３人に１人の割合になると予想しており、
本市においても長期的には全国平均と同じ比率近くまで高まると予測していま
す。 
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都市の動向 



■社会情勢の変化 
②人口構成の動向（最新） 

 近い将来の人口減少に伴い、地域経済の規模が縮小し、経済状況が厳しさを
増していく可能性があります。生産年齢人口は既に平成12 年をピークに減少
局面に入っています。 

都市の動向 
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人口構成の変化 

人
口
構
成
（％
） 

都市計画マスタープラン 政策重点化方針2020 

都市の動向 
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■社会情勢の変化 

③生活環境の動向（計画策定時） 

 市民アンケートでは、安心して受けられる医療サービス・救急医療体制の整備
や高齢者のための福祉サービスの充実、子育て支援の充実、自然災害への対
策、防犯体制の整備が今後力を入れていくべき施策として常に上位となってい
ます。 
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都市の動向 



■社会情勢の変化 
③生活環境の動向（最新） 

 市民アンケートでは、保育環境基盤の整備や利便性の高い交通体系づくり、
医療サービスや救急医療体制の充実、高齢者の環境づくりが３年連続上位と
なっています。 
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１位～４位 
３年連続同じ 

都市の動向 



■社会情勢の変化 
 

④財政の動向 

 市税収入は震災前に比べ大幅な減収が見込まれ、震災前の水準に戻るま
でには期間を要する見通しです。 

 

 歳出においては、高齢化の進展などによる対象者の増大に伴い扶助費が
確実に増加する見通しであり、また、災害復旧費を含む投資的経費は、
公共施設・被災宅地の復旧や東部復興まちづくりに多額の事業費が見込ま
れています。 

 

 このような厳しい財政状況を踏まえ、引き続き国による復興支援の充実
強化を求め、本市財政負担を極力抑制しながら早期復興に向け復興計画事
業を最優先で推進するとともに、効率的で効果的な都市づくりを行うた
めの都市経営が必要です。 
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都市の動向 



都市づくりの課題 

（１） 都市の活力と魅力の向上   

（２） 豊かさを感じる都市空間の形成  

（３） 低炭素社会の構築    

（４） 市民との協働によるまちづくりの推進   

（５） 安全・安心に暮らせる都市環境の形成  

（６） 人口減少社会を見据えた対応  

（７） 少子高齢社会への対応  

（８） 財政制約への対応  

42 



都市づくりの目標像 
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■方針策定の視点   



機能集約型都市構造のイメージ 

都市づくりの基本方向 
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【これまでの市街地形成のｲﾒｰｼﾞ】 【目標とする都市構造のｲﾒｰｼﾞ】 

■都市空間形成の基本的な考え方 



国際経済流通拠点 

学術文化交流拠点 

広域拠点 

広域拠点 

都心 

自然環境保全ゾーン 

集落・里山・田園ゾーン 

市街地ゾーン 

都市軸 

仙台駅 

災害危険区域 

都市づくりの基本方向（土地利用方針図） 
泉中央（広域拠点） 

長町（広域拠点） 

仙台港（国際経済流通拠点） 

青葉山 
（学術文化交流拠点） 

都 心 
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都市づくりの基本方向 
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■都市づくりに関する基本的な方向 



基本的な方向と方針 

47 



本日の内容 

１．仙台の歴史 

 

２．都市計画とは何か？ 

 

３．仙台市都市計画マスタープランとはどういうものか？ 

 

４．計画がどのように日常の生活へつながっているのか？ 
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施策の方向 
■基本的な方向１【土地利用】 

方針１ 都心の機能強化・拡充 
 多様な都市機能と利便性の高い交通環境が都市活力を生み出すとともに、交流
拠点として都市機能の強化・拡充を図ります。 

 また、身近な緑の充実や風格ある都市景観の形成を図るとともに、都心居住の
推進を図ります。 

▲都心の暮らしのイメージ 
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施策の方向 
＜施策展開の方向＞ 
‣多様な都市機能の集積・高度化  ‣緑あふれ風格のある魅力的な都心空間の創出 

‣利便性を生かした都心居住の推進 

青葉通 

一番町二丁目四番地区 
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施策の方向 
■基本的な方向１【土地利用】 

方針２ 拠点の機能強化・充実 （広域拠点） 
 泉中央地区や長町地区においては、都心との機能分担や連携を図るとともに、都
市圏の活動を支える生活拠点にふさわしい魅力的で個性ある都市機能の強化・充
実を図ります。 

 また、広域拠点の利便性を生かした都市型居住の推進を図ります。 

 

▲広域拠点（泉中央地区）の暮らしのイメージ ▲広域拠点（長町地区）の暮らしのイメージ 

＜施策展開の方向＞ 
 ‣広域拠点に魅力的で個性ある都市機能の集積・強化 
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＜施策展開の方向＞ 

 【泉中央地区】 
 ‣商業・業務機能の集積による土地の有効利用や、高度利用を推進 

 ‣賑わいや魅力を一層高めるための都市機能の強化 

施策の方向 

セルバテラス 仙台循環器センター 
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＜施策展開の方向＞ 

 【泉中央地区】 
 ‣駅を中心に快適な都市空間の形成を推進  （国家戦略特区の認定と広場を活用したエリアマネジメント） 

施策の方向 
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＜施策展開の方向＞ 

 【長町地区】 
 ‣土地区画整理事業による都市基盤の整備 

 ‣新市立病院の建設と地域医療機能の強化 

施策の方向 

あすと長町 仙台市立病院 
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＜施策展開の方向＞ 

 【長町地区】 
 ‣都市型居住の推進 

 ‣暮らしに必要な都市機能の集積 

 ‣都市基盤の整備と土地の高度利用 

 ‣骨格幹線道路の整備 など 

施策の方向 

都市計画道路 あすと長町大通り線 都市計画公園 あすと長町中央公園 

駅前広場 長町駅 
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施策の方向 
■基本的な方向１【土地利用】 

方針２ 拠点の機能強化・充実 （機能拠点） 
 仙台塩釜港周辺地区に国際的な経済・物流・交流機能、青葉山周辺地区に国際
的な学術文化・交流機能など、都市の活力を支える拠点にふさわしい都市機能の
集積を図ります。 

▲仙台塩釜港周辺地区と青葉山周辺地区の暮らしのイメージ 
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施策の方向 
＜施策展開の方向＞ 
 ‣国際的な経済物流交流機能と学術文化交流機能の集積 

国際経済流通拠点（仙台港周辺地区） 学術文化交流拠点（青葉山周辺地区） 
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施策の方向 
■基本的な方向１【土地利用】 

方針３ 都市構造の基軸となる都市軸の形成 
 地下鉄沿線においては、都市基盤の整備を行い、土地の高度利用や都市機能の
集積を図ります。 

▲都市軸の暮らしのイメージ 
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施策の方向 

＜施策展開の方向＞ 
 ‣地下鉄東西線沿線に地域特性や多様な資源を生かした都市機能の集積・連携 

国際センター駅 市民交流施設「青葉の風テラス」 八木山動物公園駅 「八木山てっぺん広場」 
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施策の方向 
■基本的な方向２【交通】 

方針７ 鉄道を中心とした総合交通体系の構築 
 地下鉄東西線の整備や、鉄道と連携したバス路線網への再編、鉄道への乗り継
ぎ利便性を高めるための交通結節機能の強化などを図ります。 

＜施策展開の方向＞ 
 ‣地下鉄東西線の整備              ‣交通結節機能の強化 

 

都市高速鉄道 地下鉄東西線 駅前広場 仙台駅西口 
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施策の方向 

＜施策展開の方向＞ 
 ‣鉄道と連携したバス路線網への再編    

 ‣交通結節機能の強化 

 ‣都市活動を支える幹線道路網の構築    

 

八木山動物公園駅駐車場 都市計画道路 元寺小路福室線 
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施策の方向 
■基本的な方向３【防災・環境】 

方針１０ 災害に強く安全で安心な都市空間の形成 
 公共施設などの耐震化、公共施設などのバリアフリー化により、高齢者などにやさ
しく子育てしやすい都市環境の構築を図ります。 

 また、東部地域の再生に向けて、多重性のある総合的な津波防災対策や集団移
転などにより、安全な住まいの確保を図ります。 

＜施策展開の方向＞ 
 ‣災害に強い都市の構築        ‣多重防御による総合的な津波対策 

津波避難施設 かさ上げ道路（県道塩釜亘理線） 
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施策の方向 
■基本的な方向４【緑・景観】 

方針１２ 緑豊かで潤いのある都市空間の形成 
 緑と水による潤いのあるまちづくりを進めるため、身近な公園の整備や道路の緑
化や緑地の保全を図る。 

 また、海岸防災林の再生や海岸公園の整備などにより、魅力的な交流ゾーンとし
て再生を図ります。 

＜施策展開の方向＞ 
‣緑と水による潤いのある都市空間の形成 ‣市民ニーズを反映した魅力ある公園づくりの推進 

都市計画公園 あすと長町中央公園 都市計画公園 海岸公園 
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施策の方向 
■基本的な方向５【市民協働】 

方針１４ きめ細かなまちづくりへの総合的な支援 
 地域とまちづくりの情報を共有しながら、市民協働により個々の特性に応じたきめ
細かな地域づくりを推進するため地域住民などのまちづくり活動への支援を図ります。 

＜施策展開の方向＞ 
 ‣地域住民のまちづくり活動の支援強化 



ご清聴ありがとうございました。 

おわりに 


